
Title 北海道炭による反應性と炭化度に對する一考察

Author(s) 久鄕, 昌夫; Kugo, Masao

Citation 北海道大學工學部彙報, 3, 185-194

Issue Date 1949-12-20

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/40454

Type departmental bulletin paper

File Information 3_185-194.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



藍85

北海澄炭による反鷹性と炭牝度に饗する一考佑

助激授久郷昌夫
　（昭癩24年露月δN受付）

紬

Th6　R，eactivity　of　Some　IIIokl〈aido　Coals

Assist．　？rof．　Masao　1〈ugo

　　In　the　present　investigation　the　reactivity　of－some　Hokkaido　coals　has　been　determined　by　a

modified　W，　Francis　and　R．　V．　Wheels’　metl｝od，　excluding　determination　of　“resistant　plant　entities2’

　　By　mcans　of　the　results　k’om　reactivit．｛es　and　pyridine　extracts　are　discussed　the　relatiolis　of

those　values　to　the　degree　Of　coal　swelling　and　“coalfication”　indicated　by　the　carbon　content　and

the　p・蜘・…噛・1・・

1．緒 言

　　埋炭の炭化度を表す：方法として石炭質の酸化に謝する反四四を用ぴる事は古くから行はれてる

る．之は酸化に封して石炭の淡化度が大音い影響力を持つからであり，之には酸化により再生する

ツミン酸の量が炭化度め差異により異ること，即ち炭化度の進行せるもの程フミン酸生成量が少い

轟を藤礎とするものと，酸化自身の程度即ち酸化試射の自費量を基準とするもの等がある．此のア

ミン酸と石炭との蘭係についてはFranz　Flscher氏，．　Hans　Schraderi）氏，　Strache，　Lantg）氏並びに，

1「uchs：；・’　Yk，　Fraacls氏，　R．　V．　Wheeler’i）氏，　Kreulen5）氏，　Sheer｛；）氏等緻多くの研究者が研究を寛施

1、てるる．例へばFucl～s，　Horn7）氏は渥青炭からの硲酸酸化による再生フミン酸を研究しており，

紛此の硲酸による酸化はその他にても多くの研究者が研究を行ひ，Schellenbergs＞，　Niggemann｛り，

Menzel〔噂｝の諸氏力：ある，又Francls氏とWheeler氏は塞氣酸素，過酸化水素，硲酸その他の

酸化測で石炭のフミンをアルカリ可溶のソミン酸に攣換し，著者が本實駿に行った彼等の所謂

“Rational　Analysis，，を考案してみる．一方Fuchs｛1）氏は酸化の際酸化されすに淺る石炭質の差異か

ら石炭の分類法を案μ1し，Kreuleni2＞　Skは酸化反鷹の濃度係数より“Huminsaure　Faktor”を算出，

分類の基礎としてみる．

　　叉過マンガン酸を用ひる方法としてはBone嵐3＞氏の研究が古く，彼はFrancis氏，　Whceler’｛）氏

と賜じ年に石炭を通マンガン酸にて酸化する事によってベンゼン・ポリカルボン酸が得られる纂を

護見したもので，COh　H、oま・eの完全酸化に要する過マンガン酸の量，叉は水に剛容の結鹸性酸
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の牧率最大なる如くに酸化するに要する過マンガン酸の量等により石炭を分類した・

　　一一一Z7　Kreu1・nu）域は酸性過マンガン酸加里にて一定條件の下に酸イヒを行？て，その分解割合を

測定して炭化度とその反鷹’性との聞に可成一致した關係を見出してみる．がFrancisii’）氏が過マン

ガン酸加里と石炭との反態性と炭化度の關係を確立した最初の人と言はれ，彼は溝費された過マン

整がン酸はアルカリ可熔のフミン酸と直接比例し，彼の試験したる凡ての石炭に封し消費された酸素

量の可溶性生威物に脅する比は約1．5である事を示し，翁炭フミンの一一定量によって分解された1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礁
規定過マンガン酸加里の容積を以て表す“PemlaΣ〕ganate　Number”を以て三態性の指数を表してみ

る．

　　更に試三酸化前にピリジン抽出を行ぴ，石炭の物蓬i；1的性質を一億調整の後之を行ふ事によって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン此d）‘‘Permanganate　Number”と本實1験の如き‘‘Hoffmeister’s　Reagent　’7を用ひる所謂“Reactive

Index”とが可威よく一致する事がFrancls氏によって示されてみる．　とは言へなほ未だフミン酸

そのものの，又石炭の酸化によるラミン酸生成の機構については充分明かでなく，一ノ方石表の炭化陛

度合の判定に封ずる確固たる尺度となるものは石炭の炭化度と云ふ菓が，之亦充分なる謝勇を歓い

てるる現在において見られないのは當然とも言ひ得るのであり，上記の諸法も何れが可なりやの制

定も極めて困難であると考へる．從來の炭素三門率。炭素承三三・燃料比・含水分量等と上群己の方

法と一懸比較強討するのが普通であるが，二等も亦第1隔1のR。V．　Wheelert〔｛♪氏の分類圃に示す如

く可成の巾のあるものであって，細な炭化度の差異には必づ社、も充分でなく，酸化に封ずる反慮性

によるものも細分に有効なり、と稔されるが，倫その結果は矢張巾を持つに至るは石炭の組四域分の

三三性の故やむを得ないものと考へる．
　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　ジ’謎：＼『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　’へd5p　u　　り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦舟　　　　　　ジ。

　　　5「　　　　　’・・s．

　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　嘱’・老ζ　叡＼・　
，，K3

’素

・　．‘一uZ’

e2r

無　1職

1）一．ptnv一．y一．一．．pt－u

　　　コーア入困炭・

9夕炭承　Zgo 3夕 80 7S 70

第　　1　圏
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　　　　　　　　　　　　　　　　　II・實駿方法

　　謝意方法はW．Francis氏並びにR．　V．　Wheeler氏の“Ratio鳳al　A…1alys1』，，の方法を基準とした．　ttt

即ち60メツシユ以下に粉砕せる試料淡約15grをピリヂン（石炭gr當り15　cc）と共に選流冷却器付

の丸底フラスコに入れ8時画論浴中にて沸騰，冷却後グラスフイルク　一一　vaて濾過し，濾液からピリ

ヂンを蒸獲除表した抽剛勿に稀義心を加へて約15分聞沸騰させた後飛に濾過し、，濾過淺澄である

抽出物をエチル・　一一テルにてソツクスレー装置を用ひ再び無慮を行った．

　　ピリヂンtil　li：騰渣はビr・・一カー・内にて稀鞭酸を湘へて暫時沸騰させた後濾過1、，水洗後105。で墜

tt氣浴中にて乾燥し，此の約0．5　grを購素酸力il塁0．9　gr及び鷺酸50　ccと共に約500　ccの耐墜瓶申に

密閉し，之を湯浴巾にて7時開：加熱沸騰させたる三一・夜放冷し，その内容物をグラスフィルターに

て濾過しfc．此の二二晶晶に蒸溜水を：加へて⑩O　ccとし，之に1規定の苛性加里溶液を20　ccカllへ

て75分聞譲かにカ1熱沸騰させた後前のグラスフィルタ　・一にて濾過し，淺澄を温水，並びに三三酸

にて洗溝後，更に濃水にて数同洗瀞し；之をユ05。の塞氣浴中にて乾燥後秤量してアルカリ不溶部分

㈹を算撫、，且その不溶部分の次分を測定した．以上よりFranclsによる反態性指敬（R．L）は旧式

による．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　teo．s　4x一（R－AD×ioo
　　　　　　　　　　　反慮性指数（R．L＞＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈O．S　：：・一A）　一　（P　一d）

　　　’　　　　　A：　ピリヂンにて抽拠後の石炭α5gr中の次分含有量

　　　　　　　　　R：加二酸化後，鞘牲加里にて抽出した不溶礎渣

　　　　　　　　浸1；　R申の二分含有量

　　　　　　　　　P；荻分量と植物質三三（“Resistant　plant　entities”1の合計量』

　　著考の實験に識ぺては，此のP認1騙しなかった其の転瞬ま著者がフユゼイン定董の融雪を

以て三井美唄這出を試料とし、た時，強酸化捌に腐する抵抗物質であるフユゼインが礎らす，全部ア

ルカリ可溶フミン酸となった事から，…般にフユゼインが比較的多く含まれると云はれてるる面面

においてすら，かかる工合なので北海道炭にはかかる抵抗組織が全く存在せぬか，或は存在すると
　　　　　　　　　　　　　　f
しても僅量ならんと考へだからである．　　　　　　　　　　　・

　　’故に著蓄の反維1性指数1～ノ．は

　　　　　　　　　　　　　　R．L瓢、豊姦＝一4ヒ」旦二4と×100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈O．5　一　d）

にて表されるものである．

　　叢し、此の植物質礎澄が存在するならば，そiて之が炭化度合に無關係に酸化反慮に野し挺抗性

の大なる組織とする時は・潴の騰｛・よる砒は洪の植物質難の存ね響に鷹じより小さく

算定した；事になる．
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　　最：獅に實験した試料は，i著者のコークス化に關する研究に關聯して4うつた實験なので，＝　一一ク

ス化實験の試料そのまま使用した爲，粉砕度は60メ、ツシユ以下のもの全部を含むので，ピリヂン

抽醐後の濾過は；照々國難であった．

　　叉Fra皿cis氏によればピリヂン抽田後120メツシユ以下に再三檸したる三酸化を行ふのである．

が，本實瞼にては，かく緬粉するとアルカリ抽晶出の濾過が困難となる爲之を行はなかった．

　　鉤反慮性指数とi・ヒ較の爲に粘結炭の膨限度を測定したが，之は番阪式次の熔麟欄定装置を：使

JIJし，回復2．5　mc，高さ1Lg　c毘の有底素焼圓奮㌶を加熱櫨申の試料野上に立て，その圓野中に内径

1．45　cm，外径2．1　cm，高さユ7．1　cmの有底シリカチ＝L一一一ブを挿入し，試料2grを此のシリカチュ

ーブ申に投入，その上に；荷重100grとなる檬に重臣をかけて，加熱申の膨脹を此の重三の上昇によ

り自動的に廻縛ドラムに記録せしめた．濃度測定には白金一白金ロジウム熱電封を素焼圓筒とシリ

カチューブの聞，大弓試料の高さの位置に挿入して行った．殉此の時の加熱漣度は5e（’／，nniである．

　　　　　　　　　　　　　　　　IIL　實　験　結　果

　　60メツシユ以下に粉陣せる第1表の試験炭に野して，反属性指激を測定した結果は第2表であ

る．試料1～4の夕張系の粘歯面は大話40～50のR．Lを持ち類似の結果を示すが，燃料比大なる試

料5の茅沼炭が意外に大きい反癒性を示し，試料7，　8の美唄非粘結炭が試料10～玉2の茂戻粘結炭

と類似の結果を示してみる．之等は試料の粒度の範團が廣過ぎる爲に，酸化液と石炭阯予との不均

一系反磨である此の酸化反態においては各試料の粒度の不均一性が大きく，その爲，酸化反慮速度

の差異が其の一一一原因と考へられる．街徴維粒子の含有量大なる第は前蓮の如くピリヂン抽出後の濾

過時闇を多く要す筍鉄弓もある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　4　　表

試料番號

1

2

3

4

，p）

6

7

s

g

le

11

12

試　料　名

夕張第一Y；4特粉

夕張第二坑未洗粉

夕張第三坑特…粉

大夕張特粉
i茅沼三斜坑四番層

〃惜別三，四，石

美唄一案二番層

　〃　　二，五，

　11　＝一　＝　　　　一，　　一

茂尻　上雇・十一

〃　申層　　…ガ

〃　下凝　　七

水　　分

1．45

e，ss

1．27

1．22

0．92

7．76

2．37

2．46

2．25

3．07

1．S7

2．17

灰　　分 懸分
｢醗炭素

6，33

17，20

6．24

9．g，　4

14．40

M．44

S．61

5．02

5．37

16．04

dir．24

42．．32

45．ll

，25．60

42．46

42，22

27，89

3e）．07

42．62

aor．ss

44，61

3？．21

43．27

26．11

47．11

46，32

50．0．3

47，7睾

56，99

43ri　3

46．2，　8

46，9．　2

47．77

4368

農9β3

29．40

燃料比　　　備　　考

　　　’1’．幽晦旧

　　　く
　　　1　”
　　　　　　〃

　　　　　　〃

1．04・

1．30

］．20

1．l1

2．03

1，22

1，09

1．03

］．07

1．17

1．14

1．13

粘　　結

不粘結
11

17

1．T

粘　　結

t’t

／1
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依って改めて前記炭種並びに　：，三

之に加へて試料の再調製を行った．

此の場合Kreule爵氏の行った如く

1同ユ2◎区ッシユ簿を通過せるもの

を専一三型し，再び粉辞し120メッ

シュ簿上に留る様にする：方法も試み

たれども工合良く行かす，結局少量

の試料を極めて細心に粉檸，義訓を

繰返す，手輝きによ！試料：再調製を

行≦）た．しかれども矢張全部を60～

コ20メツシユ間に：留める事が揖來す

60～ユ20メツシユ醐のものは第4表

の如く大約50％程度である・蹄の｝武

第　2　籔

t

189，

　　　　1

試料番號｛

　　　　塞硲粛命レ合計

ピリヂン抽11｛物（純炭）

］

2

3

4

ur

6

7

s

le

］1

12

5．56

8．エ9

3．92

6．33

9，00

2，42

1．97

3，3エ

．“v．　’梶@0

3．77

サ3，00

4A4

14．60

17．92

16，，37

1S．4S

22．27

5．OS

7．68

S．75

9．46

10．35

17．09

15．07

20濯6

26」．1

20．29

24，S1

31．27

7．50

q．　．66

12．06

］2．56

14」2

20．eg

19．51

ウルミン質
　　十　　　反謄1盤

編議1指歎
79S4

74．89

79，71

75．」9

6S．73

9　一2　．50

90．34

S7．94

S7．44

sor．ss

79．91

SO．49

41．25

41．67

45．9生

49．4S

org．49

86．37

94a70

63．77

S6．99

S3．36

79．07

73．コ8．

料の工業分楯課が第3表であり，風鰍馬櫛1びに抽出量は第4表に示した之によると高揮獲

分の非粘結茨である試料9の美園炭が極めて低いR必を與へてるる．之はac　1表の試料炭とは異る

もので，その次分の1．72％の示す如く著しく低荻分である纂からしても，此の試料は，坑内におい

て数個の大照を採取！たるものなので，閉域が片寄り輝炭部の含有牽の多V・結果と考へる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　題

画　試9・1名

1　　　夕張第一坑特粉

2　　　夕張第二面訴自分

3　　　夕張第三坑特粉

4　　　大夕張　　　雑粉

5　　穿沼三斜坑四番暦

6蓄昌講論…三，四，右

8…美…珪艮：二坑五番層

9　　　　三坑三番層・左：π片

io　　茂尻上層十一番層・

U　　　　　　中〃　五　〃

12　　　　　下〃　七”

ユ3　　　砂川　　　上　　粉

14　　　　　　　生錫種沈粉

1δ　　蟹里・本銑上暦群

16　　艘里・衛蔚．ヒ暦群

水分

1．39

エ，04

貰27

1．74

0．96

910

2．9虞

3．9S

1．7S

l．33

0，70

2．46

e，99，

lrt6

2．00

灰分

8．25

8．57

6．24

搬分i懸

　　　42．29

　　　39．38

　　1e？・fg

9．S2　」　40，S7

　　1
39・？9igg－9｝

］3，S5　1　35．50

　　t5．22　1　47．10

1．72

15，34

11．3・　4

エ228

14．14

16．45

19．ユ0

14．S4

t17．10

3E．57

4e．og

38．32

39．20

37S9

35．64

3S，64

48．07

51．01

roe．03

47．57

46．73

41．55

44．74．

55．20

磁．31

47．24

荏S．70

’44．20　1

婆4．57・

43．50

　　　“・s2 P

純　　炭

炭素

83．9S

8曇．13

SOA5

82．6工

85．31

76．31

7S．76

76B1

7S　41

Sl．24

80．41

76ほ5

鰯辮
6，63

6．32

5．G雲

6．32

5．91

・5，99．

6．41

5．74

0r．75

6．IS

6．24

or．38

9，39

9．55

13．93

11．07

8．7S

17．60

1483

17．65

ユ5．8〈

12．5S

13．35

IS．47

燃料地

工．13

1．29

1．20

1．19

1．72

1．17

0．95

1，54

1．14

1」8

1．27

1．14

玉．17

1．22

1ユ5

麟／繰

12．66

13a31

14．3玉、

ユ3．07

14．43　粘

12．74

i2，2S　1　11

13．33　1　！1

13．63　粘

13．14

12．gs

14．i5

備　考

膨脹粘結

　11
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　11

不猫結
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ll

f1

11
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第　4　表

久　　郷　　畠　　失

試料番號
1　国別試験

1

2

3　’

4　’

5

c｝

8

IO

65～1】5　　115　メ　ツ

メツシユ．．シユ以1三

57．4

53．0

46．7

44．0

49．S

or　LO

堤3．5

49．7

42．6

47．0

or3．，3

54．0

50．2

49．0

56．5

50．3

汽蜘高慮鑑．

21．36

25．15

25．79

21，46

10．62

12，S8

m，gs

17．76

，35，73

，38，16

．c一，，S．50

22．79

6S．39

43．46

1S．37

66．02

11 42．0 58・O 22．53 6L60

’12 47．7 52．3 22．20 31．54

】．3 49．0 51．0 22．96 4喚．56

14 35．5

　　　　　　…64．5

21．97 63．38

15 38．0 62．0 32．67 48．38

】6 38．1 6】．．9。、 33．18 50．59
1

第　　5　表

　　更に粒度範囲を縮少する爲，第3表の試料

より60～115メヅシユの部分のみ飾弓し反二三

を測定した．その牧率並びに工業分析値は第5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／，表に，R議並びに抽出量を第6表に記した．

　　以上の結果より明かk粒度範園の縮少につ

れ幻．は第2圃に示す如く低下してみる．

　　　　　ノ23争5b39m〃ノ2β停ノ5’！6
　　　　　　試料番号暫　　　　　　　’

　　　　　　　　第2圖

簗6表

試料番號

1

2

3

4

0r

6

s

g

IO

l1

12

13

ユ5

16

65　一．．　II5

メツシsc 水分

57．4

，r）3．0

56．6

46．7

44．0

49．S

orl．0

43．5

49．7

42．0

47．7

49．0

3S．0

3S．1

O．9S

O．90

1．37

工00

0．78

7．56

2．50

3，64

3．OS

1，92

1．50

2．42

ユ．SS

2ユ0

灰　分

8．16

9．ユ4

6．42

10，14

27a76

11．E2

5．IS

］．．4・S

揮護分

．ls．60　I

　　　　l
　11．50

　12．　3，2

　14．06

　1S．er6

／闘

45．30

42．工2

42．84

42．trt6

24．70

40．14

47．70

3S．04

37，02

40．工6

9，S．56

39．96

GS．14

41．芝8

團定炭素　　望粥比

45．56

荏7．84

50．62

46．ユ0

46．76

40．48

44．62

56．S4＿．

44．30

46．42

47．62

43，56

4L農2
　ノ

虹．98

猟穂奮1鷺・
1．01

1．27

1　，］　Dr

1．玉S

1．89

ユ．0】．

O．93

1　49

1．19．

】ユ6

1．2，3

109．

1．es

1・．O1

1

2

3

4

5

6

s

9

10

］1

ポ

12

］3

15

16

20．32

2・3．72

24．l1

31．0（

21．27

8．57

ユ1．47

11．48

14．4S

20r　S6

2，g．ls

22．S9

2・S．15

27．72

22．43

19．64

25．2S

25．25

M．50r

or　7．　36

2E　．37

20．g，　0

5，3．l1

30．54

J6．73

，‘）

CS．22

　　　　零33．46

3e，．20

　　此の事は7時間の酸化時間にても俺酸化焔腱三度の影響を受ける事，即ち粒度の小なる部分の

多い程，換言せば酸化反腱緬積の大なる程反慮速度大きく，此の時聞中のフミン酸生成量の多い事

を示してみる．
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　　此の第2圃の三野は必ずしも2拝行的關係にはなV・．之は

　　1）各圓の試料の粒度の分布が総帥異る事

　　2）殊に第3同目の試料は60～11日目ツシユの部分を分離したものでM・

　　　　るから，第3表と第5表から示される様に，その工業分析値さへ異

　　　　るものであるから，全艦の試料の挙均組域とは異って來てるる　一

等に囚るものと考へられる．　　　　　　　　、　　・

　　次に膨脹試験を行った結果を第7表に示す。之はi装入時の試料の高さを

エ00として膨脹…率を表した郵〔字である．

　　ts

第7表

19｝

翻翻膨
1・

2

3

G

5

！3

エ4

三5

16

270

450

43e　z

310

滋0
160

瑠
220

270

　　　　　　　　　　　　　　　　IV・考　　　察　　　　　　　　　，，

　　以上の各試料炭の反力性指数R．しと第4表，並びに錦、6表の諸値，即ち淡素含商率6燃料比・

炭素水素比，等との關係を第3圃に示した・

　　　　　ノ　　之に依ればR・しの増力阯炭素量低下とは完金には一致しておらす，ヌ茨素水索比，燃料比等と

の瀾係も亦伺様である，侮炭素含有率，炭素，水素比，燃料比柵ノ’1闘も必ずしも一・一一一致した關係なく

大艦四膏が類似し走る三度の關係にあると云ひ得る・

轟

　！，慌纂～囲

翫㌦取㌧

　　9．　rL　’，t　I　t　86

s4皮1　ハ1＼訊
㌦曇二二メ

　　弩《縮野3四酵碗イ6

　　　　　第3圃

iト。にもτ脚畠農
園・・一へ1ミ飛卒

罠レーシ齢・・ト勲L

lべ∴
7グ

6a

西40

ゴσ反

応

z咋
　％
fo

　70

　60

の

　40

斥3◎

海
率え。

％／o

（瀞轟；葱卿

　　μ11〃、、
　　ノ　　　　　　　し

／・層！i籍＼

1露㌦＼
1・ダi’蝕

165　　ド　浴、
，　　　　　o【△

，　　　　曾19
　　　1　　　　　　　マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4園

　　又第4圃にR．しと揮獲分並びに關定淡i素との關係を示すにV．　G．　LillyiS・’　EEの‘‘Acetate　Numbe｝’”

と揮野分，圃箆炭素の呼野と類似の扇形帯となる．之等は何れも屑炭フミンが，特に之が高繰炭租

複雑なる形態を有する事並びに併置・暗表，或はヅイトレイン・クラレイン・デユレイン・フ魯ゼ

イン等の各部が矢張夫々異る反雌牲を有する爲，re　一r炭化慶の漏壷或は同一贋の試料にても，癖直

の含有率のジニi異により當然反慮性指数も攣って來るものであるから，淡化度との關係においては之

等を別々に，3ζはその一つに就いて比較ずべぎである事を示すものと考へ：る。　　　　’、　蕊
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　　　　元來フミン酸生威量を左右する主要因子は石淡フミンの縮合度によるとも考へられるが，此の

　　フミン四域が軍純なるものであれば，フミンの重縮合度に依存する淡化度合は遮當なる條件下に行

　　はれたる酸化反癒によるフミン酸生域量と最：S2：く一致すべきであるが，必ずしもさうならないの

　　は，石炭フミンの複雑なる多妓性に基づく事は前蓮の通りである．

　　　　侮本珠における7肩欄の酬時間｛tこては，艦己結果妙も石測il犀表醜ゆジ爆が結渠に影響

　　するものであるから次の諸黙に謝する問題が馨る．艮llち

　　　　㍉試料粒度の均一性の問題であ1，之を均…にする爲あまり粒度三園を縮少すると試料調製

　　　　　　が困難となる．

　　　　2）酸化中における無機物の酸化液申への溶解による石炭粒子表面積の差異．

⑨　　　　3）フミン酸生威量の時間的維過・即ち肌G・L111y尚氏によれば硝酸酸焦の場合にては・炭化

　　　　　　度合によリフミン酸生成量のll寺聞維過が可なり墨1ゆ，例へば低級炭は最初の激1一分闇にて，

　　　　　　又或物にては，2～3時聞後reフミン酸生酔量が急1回すると云はれる故，7時関と云ふ酸化

　　　　　　時間は翼に適當なりや否や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、

　　の問題である．之等について｝よ更に検討をなすべきものと考へる．

　　　　更にピリヂン抽出量につV・て見るに，試料6～8の茅沼並びに美唄罪粘炭の抽胤量は1り1かに他

　　の粘結炭のそれに比し低い．かく抽出量の蕨異は粘結・非粘結炭に明白に現れ，反絶i性指；数R孟の

　　それ程明かでない事と甥照的である．此の黙が從來粘結性域分並びに粘結・ゴド粘結炭の霜異と1．て

　　　　　　　　ノら　　り　セキ

面ド／∴＼

嚢／欝欝
書燃　で魑…誹

蚕

70級艇夢㌣グ耐「

　　　第5圃

抽出物即ちビチ＝L　一一メンの量が理訴されて來た肌以と思は

れる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝

　　第5岡に第4表による反塑性指数とビリチン融嵩量の

關係を示すに，拙戦量14％罧度以下には非粘結炭，それ

以上の範園のものは粘結炭であり，第7表の示す檬に夕張

系の膨脹大なる滋多きは中央部に，試料5の茅沼炭の如く茨

素含有輩硝六大にして膨ll／是度は申翫で，四域コークスの強

度の大なるものが翌々左に寄る事，並びに試料1Q，11；12

．の茂尻炭の上覆・混濁。下麿の三つび）申，下／爵炭軽度炭化

の進行せるものと假曝せば，本西中の3黙の移行歌態は興

昧あるものと考へる．

　　叉本實験のピリヂン抽出量を見るに，ソックスレー装置によるβ＋γ程で隷ないが，γにβの．

一榔が撫はつた秘度の抽鐵が行はれてるるものと思はれるが，その巾γは主として元來の擁物中の

樹脂・蝋等より攣化したるものとせぱ，量的には炭化度合とは直接關係のないものであり，結局舳繊

物中の淺籐の一・・一部が炭化度と關係ある窮となり，第5岡の如くR．1．との蘭係が火きい巾を持つ事は

當然とも考へられる！倫ビリヂンにより分散せしめられるソミンの：量は，曇こ化度の趣行せるもの程
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ピリヂンの解膠作用の困難なる爲小最と

なる事が想像され，本法にてぱ8時間の

拙出時聞を規定してみるが，その閥にお

いてピリヂンに分散するフミンの量の多

寒が，此の分散フミンと残存ンミンとの

ilVに反1顧嫉の霊異が考へられる故に，抽

膿i澄となるフミシの反慮性として表ざ

　9
干7
1Mr，．

抽5
t‘」

崖

蓮／

％　4

1｛3

　　　　　　　　　　　　　＿〆複　　　、噛
　　　　　　　　　　”．　．t　一
　　　　　　　　　　　・／　“S　．．　r一’　”’

　　　　　　　　　　・寒堪／
　　　　　　　　一X’　e／f

b　8・〆0　／2　停　ノか　ノ8　20　認　詐　2b　濾　」ρ
　t“1｝・デン柵忠塾（純漢）％

　　　　　　繁　6　圓

れるR．孟に影響を及ぼす事が考へられ，逸の瓢も亦本法に甥する疑問の蝕地のある事を思はしめる．

　　第6圃に第2表によるピリヂン抽鳩量とエーデル抽出蟄との關係を示す．大膿挙そ嚇勺關係の・一一，k

　　　　　　　　　　　　　　　　　帯をなすもののやヲである＿

　タぎ0

　4ee

　3SO

　300

脚
脇
L　2VO

謄
添βo
Y”　／00

　　ノめへ／λ＼＼

ノ　　　　　㌔
ノ

’　　壕　　、
　　　　　　へ　∫ヲ　ゐ　、

ズ＼庵　ll
　　　、（）／3　　　1

　　　　　　急　’
　　　　lp　・20　3a　gto　sv　oo　7a　8a
　　　　　　反応卑　％

　　　　　　　第7圃

　　最後に種㌃御援助を賜り海る武谷三二援並びに終始品詞に鑑力された津田山鼠助手に深く感謝

、の意を表する次第である．

　　第7表の膨脹度と　R．しの關係を第7圃に示1”た．第δ

岡と晶々似た晶晶と考へられ，炭化廉と膨脹度とのおよそ

の關聯性を示す．

　　尤も之噛・しても，炭素含榊鄭フ紛含有無紋よつ

て示される炭化度との關係より特に飛躍したるものとは云

へない．

　　以上は從二酸化測による本邦淡の反訳；牲を槍討したる

實験をあまり見なvoで，ひとまつ比湿鯉の北海道炭研究

の一環として行った結果を報告したものである。　　，

本研究は交榔雀科學研究費の漁区を用ぴて行ったものである一（昭24．・1．鋤
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